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福島県福島市生まれ。2011年8月に福島県郡山市
より、山形県山形市へ自主避難。10歳、5歳、3歳
の3姉妹の母。2011年9月に、福島県議が山形市

避難者交流支援センター訪問の際、有志と「山形
自主避難母の会」を立ち上げ、要望書を提出。そ
れがきっかけで、福島県からの助成を受け、母子
避難・自主避難者のための交流施設を立ち上げる。 
 

栄養士、ジュニア野菜ソムリエでもあり、原発事故
後「放射能と食」をテーマに地元郡山市にて毎月
料理教室を開催中。 



山形県内の避難者の現状 
 



山形県内の避難者数 9,477名 
うち、福島県内 8,933名(94.3%) 
 

■特徴 

・村山地区、置賜地区に集中。特に、山
形市には3,464名、米沢市には2,541名
の避難者が生活しており、この2市で全体
の約7割を占める。 
 

・山形市、米沢市、南陽市、高畠町につ
いては平成23年10月31日で受入を中止

している。その他の市町村については、
平成24年12月28日で受入を中止。 
 

・米沢市は福島市より車で約40分ほど。

通勤圏内であり、家族で避難している人
も多い。雇用促進住宅があり、避難者は
そのエリアに集中。 
・山形市は、高速を利用して福島市まで1

時間半。民間借上げのアパートに暮らす
母子避難者が多い。 
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避難後の活動と、今後の課題 
 



村山地区「ふくしま子ども未来ひろば」 

・福島県からの助成を受け、山形市・JR山形駅側に2012年5月にオープン。 

・福島の避難母子が集う「子育てサロン」、教育・子どものメンタルケアの一環とした「ス
クール事業」、母親のリフレッシュや用事がある場合のサポートとして「一時預かり」の 

3つの柱で構成。 

・スタッフは全て福島からの避難者であり、保育士などの有資格者。子どもがいても働
ける環境を作っている。 

・開所時間は平日9:30~14:30まで。土日祝祭日休み。 

・一時預かり…100円/30分、ピアノなどのスクールは500円/人と安価に設定。 



女性弁護士とのお話会 
(原子力損害賠償支援機構と山形県弁護士会との共催) 



季節のイベント 
(夏祭り、ハロウィーン、芋煮会など) 

ハロウィーンパーティ(10月) 

夏祭り(7月) 

芋煮教室(11月) 



よぞらの会 
(「足るを知る」キャンドルナイト 各種ワークショップとワーキングマザーのための交流会) 



chiku×chiku café と mamaガーデン 
(資格・特技を持った母親たちの就労の場の提供) 

ママチャレショップ隊という避難ママたちのグルー
プによる、チャレンジショップを毎月開催。 
2013.3.11には、イオン山形南店で「ありがとうやま
がたproject3.11」というイベントで、地元の方への
感謝の気持ちを込めたワンコインワークショップを
開催。 



キッズスクール 
(ぴあのピアノ、ぷちスタディ、ヒップホップダンス、スイミングの 

500円ワンコインレッスン。発表会も開催した。) 



広報誌「Ahaha(あはは)」 
・ワーキングマザーなど、交流会へ参加できない避難者へ情報を届ける。「ひとりの母」「あははと笑う」の2つの意

味。 



福島へ戻った避難
者への支援 

福島へ帰る避難者
のための支援 

山形へ定住する避
難者への支援 

•保養・リフレッシュキャンプに関する、細かな
情報支援 

•放射能について話せる場づくり 

•避難者と元避難者のための交流支援 

•帰るための情報と、要望のとりまとめ 

•福島へ戻った元避難者との交流 

•福島にいる人たちとの意見交換 

•母子避難者交流施設での情報発信 

•就労支援・・・”自活”支援 

•孤立化防止のための交流支援 

•地元住民との地域交流に関する支援 

•子どもの預け先、教育環境の整備 

今後の課題と、必要な支援 

女性にとって、「共感してもらえる環境」が最も重要。「対話の場づくり」が必須。 

また、交流を望まない方、交流したくてもできない環境にある方のために、情報を
送り続けることも必要である。材料をいろいろ用意しておく→選択肢を増やす 


